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このページでは、町のみなさんの「身近な」できごとをお届けします。
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▶
④
携
帯
電
話
で
直
接
医
師
の
指
示
を
受
け
な

が
ら
、
点
滴
や
薬
剤
投
与
、
ま
た
は
高
度

な
気
道
確
保
を
実
施
す
る

▶
⑥
状
況
に
よ
り
自
動
式
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

を
使
用
し
、
蘇
生
に
向
け
て
更
な
る
救
命

処
置
を
行
う

▶
③
隊
員
が
各
自
の
役
割
を
実
施
し
、
処
置
を

行
い
な
が
ら
救
急
車
内
へ
収
容

▶
①
通
報
者
の
親
族
役
よ
り
意
識
な
し
、
呼
吸

な
し
の
状
況
を
聞
き
取
り
な
が
ら
処
置
開
始

◀
昨
年
の
啓
発
活
動
の
様
子

▶
②
脈
な
し
、
呼
吸
な
し
に
つ
き
胸
骨
圧
迫

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼
吸
で
蘇

生
処
置
を
行
う

▶
⑤
搬
送
中
の
車
内
で
も
救
命
処
置
を
継
続
し

な
が
ら
搬
送

湯浅広川消防組合では、24時間365日緊急出動要請に備
えており、日々現場を想定した各種訓練が行われています。
「命を救いたい」この想いをひとつに、今この瞬間も活
動しています。

９月９日は救急の日
「救急の日」「救急医療週間」とは？

救急医療及び救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深め、
かつ救急医療関係者の意識の高揚を図る目的として定めています。
湯浅広川消防組合では、救急の日、救急医療週間を広く知って

いただくために、スーパーマーケットなどで街頭啓発活動を行って
います。今年度は９月９日㊌９時～松源湯浅店にて実施します。

心をひとつに
命を救うチームプレー

─　まちの「身近な」をお届け　─

Y
ゆ ー

OU A
あ ー

RE 最高 
さいこう

2令和２年８月

救
急
業
務
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
生
活

の
中
で
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
、

命
を
守
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
す
。
昭
和
38
年
に
法
制
化
さ
れ
て
か

ら
、
年
々
体
制
が
整
備
さ
れ
、
近
年
で

は
救
急
車
内
で
薬
剤
投
与
な
ど
の
医
療

行
為
が
行
わ
れ
、
一
般
の
人
も
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
応
急
処
置
の

早
期
化
が
図
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
普
及
に
よ
り

救
命
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

湯
浅
広
川
消
防
組
合
管
轄
内
を
見
る

と
、
町
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
出
動
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

救
急
の
現
状
を
知
り
、
適
切
に
救
急

車
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
尊
い
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
救
急
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─　いま私たちにできること　─

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

湯浅町 649 700 693 698 664

広川町 352 362 342 385 404

管　外 12 22 13 14 14

出動件数
（うちドクターヘリ要請）

1,013
（35）

1,084
（25）

1,048
（22）

1,097
（25）

1,082
（24）

救急出場数の推移救急出場数の推移

※湯浅広川消防組合　消防年報令和元年度版より

［湯浅広川消防管内］

3 令和２年８月



昨
年
の
湯
浅
広
川
消
防
管
轄

内
救
急
出
場
件
数
１
０
８
２
件

の
う
ち
軽
症
（
入
院
の
必
要
な

し
）
が
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

安
易
に
救
急
車
を
利
用
す
る

と
、
急
い
で
病
院
へ
搬
送
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
が
利
用
で
き

ず
、
命
に
関
わ
る
事
態
も
予
想

さ
れ
ま
す
。

湯
浅
広
川
消
防
組
合
管
内
の

救
急
車
は
２
台
あ
り
、
限
ら
れ

た
資
源
で
す
。
救
急
車
を
本
当

に
必
要
と
す
る
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
意
識
が
な
い
、
息
苦

し
い
、
胸
が
痛
い
、
命
に
関
わ
る

ケ
ガ
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
迷

わ
ず
１
１
９
番
通
報
を
し
て
救

急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
車
内
に
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
事
態
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
設
備
や
応
急
処

置
器
具
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

車
内
は
常
に
消
毒
を
行
い
清
潔

に
保
た
れ
て
お
り
、
救
急
バ
ッ
グ

の
中
身
も
定
期
的
に
確
認
し
、
不

足
が
な
い
よ
う
適
宜
補
充
を
行
い

出
動
に
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

区分 計 火災 自然
災害 水難 交通

事故
労働
災害

運動
競技

一般
負傷 加害 自傷

行為 急病 その他 内不搬送

平成27年
出場件数 1,013 1 0 2 96 9 5 136 4 10 650 100

105
搬送人数 922 1 0 2 102 9 5 120 2 8 580 93

平成28年
出場件数 1,084 0 0 4 96 9 6 161 1 11 692 104

90
搬送人数 1,003 0 0 2 98 9 5 146 1 8 634 100

平成29年
出場件数 1,048 1 0 3 89 7 6 145 7 3 678 109

65
搬送人数 990 1 0 3 86 7 6 130 6 0 647 104

平成30年
出場件数 1,097 0 3 4 61 11 9 159 3 7 727 113

74
搬送人数 1,030 0 1 2 59 11 9 152 3 3 684 106

令和元年
出場件数 1,082 3 1 7 88 8 5 144 0 6 729 91

73
搬送人数 1,025 2 1 3 95 8 6 137 0 4 681 88

救急出場事故別発生状況救急出場事故別発生状況

※湯浅広川消防組合　消防年報令和元年度版より

救
急
車
の
設
備

救
急
車
の

　
　

適
正
な
利
用
を
！

１
１
９
番
通
報
を
行
う
と
、
ま
ず
指
令
セ

ン
タ
ー
で
受
信
さ
れ
ま
す
。
火
災
か
救
急
か
、

現
在
地
、
症
状
な
ど
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
、

同
時
に
救
急
隊
も
出
動
準
備
に
入
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
感

染
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
防
護
服
、
特
殊

マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
も
着
用
し
ま
す
。

約
１
〜
２
分
で
出
動
態
勢
を
整
え
現
場
へ
急

行
し
ま
す
。
現
場
へ
向
か
う
車
内
で
も
患
者
に

関
す
る
情
報
や
現
状
が
常
に
共
有
さ
れ
、
適
切

な
処
置
が
行
え
る
よ
う
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
受
信１

分
１
秒
を
争
う
現
場通　常　時感染症が予想される時

新型コロナウイルス
感染症疾患者対応時

4令和２年８月

私は、人と多く関わることができるこ
の救急の現場を選びました。救急救急士
を目指すことで、さらに広い視野で現場
をみることができるようになりました。患者へ適切な処
置を行い、一人でも多くの命を救いたいと日々の任務に当
たっています。命を救うには我々だけでなく住民のみなさ
んとの協力が必要です。例えば心肺停止時の胸骨圧迫など、
救急隊到着までの処置が命を救う上で非常に重要です。そ
ういった場面に対応できるよう、一般の方向けの救命講習
にも引き続き力を入れていきたいと考えています。住民の
みなさんから私たちへ、命のバトンを繋ぎましょう。

■
慌
て
ず
冷
静
に
！

指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
聞
か
れ
た

内
容
に
簡
潔
、
正
確
に
答
え
ま
し

ょ
う
。
落
ち
着
い
て
答
え
る
こ
と

が
、
早
期
出
動
に
繋
が
り
ま
す
。

■
ど
の
市
町
村
か
ら
か
け
て
い
る

か
、
ま
ず
話
し
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報

を
行
う
と
き
、
電
波
状
況
に
よ
っ
て

は
、
管
轄
外
の
指
令
セ
ン
タ
ー
に
繋

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
地

の
市
町
村
を
ま
ず
話
す
こ
と
で
、
管

轄
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
転
送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
正
確
な
住
所
や
目
印
と
な

る
建
物
や
標
識
が
な
い
場
合
、
固

定
電
話
か
ら
の
通
報
が
、
現
在
位

置
特
定
に
有
効
的
で
す
。

■
意
識
が
な
い
、呼
吸
が
な
い
と
き

は
必
ず
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
！

症
状
の
詳
細
を
指
令
セ
ン
タ
ー

か
ら
求
め
ら
れ
る
と
き
、
心
肺
停

止
や
呼
吸
が
な
い
症
状
が
見
ら
れ

る
と
き
は
、
必
ず
伝
え
ま
し
ょ
う
。

指
令
セ
ン
タ
ー
よ
り
胸
骨
圧
迫

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
な
ど
の
応
急

処
置
の
指
示
が
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
救
急
車
到
着
ま
で
の
応
急

処
置
が
命
を
救
う
重
要
な
処
置
と

な
り
ま
す
。
指
示
に
従
い
、
落
ち

着
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

湯浅広川消防組合消防本部 警防課救急班
救急救命士  奥　　　雄　一さん

私は、生まれ育った湯浅町で人命救助
に関わる仕事に就きたいと思い消防士を
志望しました。
現在、消防士を拝命してから７年目となり、来年救急救
命士という資格を取得するため、約半年間、救急救命研修
所に入所する予定です。
管轄町内での高齢化が進み、救急件数も増加傾向にあり、
救急医療の重要性を身をもって実感しています。
研修所では国家試験の合格を目指すとともに、日々勉強と訓

練に励み、最新の救急医療の知識、技術を身につけ地元に持
ち帰り、地域のために貢献していきます。

湯浅広川消防組合消防本部 警防課救急班
救急隊員  仲　江　大　輝さん

119番を迷ったときの相談窓口119番を迷ったときの相談窓口

１
１
９
番
通
報
のポ

イ
ン
ト

INTERVIEW

意識の障害 吐き気

けいれん

飲み込み

けが・やけど
事故

●意識がない（返事がない）
　またはおかしい（もうろうと
●ぐったりしている

●顔半分が　
動きにくい、
または、
しびれる

●ニッコリ笑う
と口や顔の
片方がゆがむ

●ろれつがまわりにくく、
うまく話せない

●見える範囲が狭くなる

●突然、周りが二重に見える

●顔色が明らかに悪い

●突然の激しい頭痛

●突然の高熱

●支えなしで立てないぐらい
急にふらつく

●突然の激痛

●急な息切れ、呼吸困難

●胸の中央が締め付けられる
ような、または圧迫される
ような痛みが２～３分続く

●痛む場所が移動する

●突然の激しい腹痛

●激しい腹痛が持続する

●血を吐く

●便に血が混ざる　　　　
または、真っ黒い便が出る

●突然のしびれ

●突然、片方の腕や足に
力が入らなくなる

●冷や汗を伴うような強い吐き気

●けいれんが止まらない
●けいれんが止まっても、
意識がもどらない

●物をのどにつまらせて、
　呼吸が苦しい、意識がない

●大量の出血を伴うけが
●広範囲のやけど

●交通事故にあった（強い衝撃を受けた）
●水におぼれている
●高いところから落ちた

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合

おとな顔 頭

胸や
背中

おなか手・足

としている）

意識の障害 吐き気

けいれん 飲み込み

けが・やけど 事故

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合◎
高齢者は自覚症状が出にくい場合もありますので注意しましょう。

高 齢 者顔 頭

おなか

手・足

胸や
背中

● 顔半分が
 動きにくい、
 しびれる

● 突然の激しい頭痛

● 突然の高熱

● 突然の激痛

● 急な息切れ、呼吸困難

● 旅行などの後に
 痛み出した

● 痛む場所が移動する

● 突然の激しい腹痛

● 血を吐く

● 急にふらつき、
 立っていられない

● 笑うと口や顔の
 片方がゆがむ

● ろれつがまわりにくい

● 見える範囲が狭くなる

● 周りが二重に見える

● 突然のしびれ

● 突然、片方の腕や足に
 力が入らなくなる

● 意識がない（返事がない）又は
 おかしい（もうろうとしている）

● 冷や汗を伴うような強い吐き気

● 物をのどにつまらせた

● 交通事故や転落、転倒で
 強い衝撃を受けた

● けいれんが止まらない

● 大量の出血を伴うけが

● 広範囲のやけど

意識の障害 けいれん 飲み込み

じんましん

生まれて3カ月未満の乳児

やけど 事故

●意識がない（返事がない）
　またはおかしい
（もうろうとしている）

●けいれんが止まらない
●けいれんが止まっても、
　意識がもどらない

●物をのどにつまらせて、
　呼吸が苦しい、意識がない 

●虫に刺されて
　全身にじんましんが出て
　顔色が悪くなった

●乳児の様子がおかしい

●痛みのひどいやけど
●広範囲のやけど

●交通事故にあった
（強い衝撃を受けた）
●水におぼれている
●高いところから落ちた

●くちびるの色が紫色

●顔色が明らかに悪い

●手足が硬直している

●頭を痛がって、
けいれんがある

●頭を強くぶつけて、
出血がとまらない、
意識がない、　　
けいれんがある

●激しい下痢や　　
嘔吐で水分が取れず
食欲がなく意識が
はっきりしない

●激しいおなかの痛み
で苦しがる

●嘔吐が止まらない

●便に血がまじった

◎その他、お母さんやお父さんから見て、
　いつもと違う場合、様子がおかしい場合

こども（15歳以下）

顔

手・足

頭

おなか
●激しい咳やゼーゼーして
呼吸が苦しそう

●呼吸が弱い

胸

て、
●
●

和歌山県救急医療情報センター ☎073-426-1199

子ども救急相談ダイヤル
（休日夜間の子どもの急病相談）

☎073-431-8000
（＃8000）

和歌山県救急医療情報システム https;//www.wakayama.qq-net.jp

湯浅広川消防組合消防本部 ☎0737-64-0119

こんなときは　迷わずすぐに１１９番

※政府広報オンラインより

5 令和２年８月


